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※ こちらのカリキュラムは予定であり変更する場合があります

●文学
●比較文化論
●こども理解の理論と方法
●生活科指導法
●図工科指導法
●特別支援演習 II
●家庭科指導法
●体育科指導法
●生徒指導の理論と方法
●教育実習論（幼稚園）　
●教育実習論（小学校）
●教育実習（幼稚園）　
●教育実習（小学校）　
●総合的な学習の時間の指導法
●音楽科指導法
●外国語（英語）指導法
●養護実習論

●教職実践演習
●教職実践演習（養護）
●教育実地研修
●養護実習

●英語コミュニケーション I
）礎基（I 術技理処報情●

●情報処理技術 Ⅱ（応用）
●憲法
●哲学
●統計学基礎
●情報リテラシー
●スポーツ（実技）
●日本語表現

）用応（II 術技理処報情●
●教職論
●教育心理学
●発達心理学
●教育原理
●教育制度・行政論
●学校・学級経営論
●教育課程論
●特別支援論 I
●保育の表現技術（声楽）
●保育の表現技術（造形）
●保育の表現技術（身体）
●生命倫理
●自然環境
●健康科学

●外国語総合 I
●基礎ゼミ II
●芸術論
●英語
　コミュニケーション II
●外国語総合 II
●宗教学
●歴史学
●臨床心理学
●法学
●経済学
●社会学
●臨床こども学
●道徳教育論
●教育相談
●特別活動指導法
●教育方法論
●特別支援論 II
●特別支援演習 I
●生徒指導・進路指導
●国語科指導法
●社会科指導法
●算数科指導法
●理科指導法

●地域ボランティア

●介護等体験
）II・I境環（容内育保●
）II・I康健（容内育保●
）II・I係関間人（容内育保●

●保育内容（表現）
●保育内容（言葉）
●保育の表現技術（ピアノ）
●保育の表現技術（合奏） 
●保育の表現技術（言語）
●社会的養護 II
●こども家庭支援論
●こども家庭福祉
●保育者論
●こども家庭支援の心理学
●こどもの健康と安全

）所育保（I 習実育保●
）設施（I 習実育保●

●保育総合演習
●精神保健
●養護概説 I
●養護概説 II
●公衆衛生学 I
●看護学 II
●臨床医科学 II

●社会
●理科
●家庭
●図画工作Ⅱ
●書写
●音楽Ⅳ（器楽）
●国語 I
●国語 II
●算数
●生活
●外国語（英語）

）所育保（I 導指習実育保●
）設施（I 導指習実育保●

●こどもの保健
●こどもの食と栄養
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3年次 4年次

●保育の心理学
●保育実習指導 Ⅱ・Ⅲ
●保育実習 Ⅱ・Ⅲ
●こどもの理解と援助
●子育て支援
●医療保育論
●医療保育実習指導
●看護演習
●臨床実習
●健康相談活動
●公衆衛生学 II
●臨床医科学 III
●専門研究

●医療保育実習
●卒業研究

カリキュラム一覧

●基礎ゼミ I
●心理学
●人権論
●こども学概論

）論理（I楽音●
）ノアピ（II楽音●
）楽声（III楽音●

●図画工作 I
●体育
●乳児保育Ⅰ
●社会福祉論
●保育原理
●保育内容総論
●社会的養護Ⅰ
●幼児教育課程論
●保育実習基礎
●乳児保育Ⅱ
●看護学 I
●人体構造学
●人体機能学
●学校保健 I
●学校保健 II
●臨床医科学 I
●薬理学

●地域ボランティア

●地域ボランティア

大学での学びに必要な基礎・基本を中心
に学習します。

必修科目を中心に、社会において必要となる資質
の育成と基礎・基本となる能力を習得します。

基礎ゼミⅠにおいてレポートの書き方など
基礎的なスキルを中心に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

教科、教職科目が多くなり、より専門的な
学修をします。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表
の仕方などを実践的に学修します。

介護等体験があります。介護施設等において配慮
が必要な児童生徒に対応するための資質やスキル
を学びます。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

大学での学びに必要な基礎・基本を中心
に学習します。

必修科目を中心に、社会において必要となる資質
の育成と基礎・基本となる能力を習得します。

基礎ゼミⅠにおいてレポートの書き方など
基礎的なスキルを中心に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

教科、教職科目が多くなり、より専門的な
学修をします。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表
の仕方などを実践的に学修します。

介護等体験があります。介護施設等において配慮
が必要な児童生徒に対応するための資質やスキル
を学びます。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

教育実習に行くことを前提に、より実践的
な学修をします。

教育実習を中心に身につけた資質・能力を
実践的に活用できるものに深めていきます。

専門研究に分かれて自分が探究したい
テーマについて専門的に学修します。

11月ごろから来年度の教育採用試験に向
けた取り組みが始まります。多くの講座が
開設され、大学のサポートを受けながらが
んばっていくことになります。

卒業に向けて学修したことを活用するた
めの学修をします。

4年間で修得した資質・能力を学校現場で
活かすことができるようにより確かなものに
していきます。

4年間の学修の集大成として自分の探究し
てきたテーマについてまとめます。

教育実習があります。4週間の期間で学校現場に
おいて学習指導・生徒指導について学びます。

7月から8月にかけて教員採用試験が全国
各都道府県で実施されます。多くの場合、
一次、二次の2回試験があります。教師にな
るために全力でがんばる必要があります。

次ページで養護教諭・幼稚園教諭・保育士の4年間の学びを紹介しています
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必修科目を中心に、社会において必要となる資質
の育成と基礎・基本となる能力を習得します。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表
の仕方などを実践的に学修します。

大学での学びに必要な基礎・基本を中心に学修します。
養護実践に必要な基礎的知識についても学びます。

必修科目を中心に、社会において必要となる資質の育成と基礎・
基本となる能力を習得します。学校保健や医科学等、養護実践
に必要な基礎的知識を習得します。

基礎ゼミⅠにおいてレポートの書き方など基礎的なス
キルを中心に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのようなものか
をまずは把握します。また、昼休み勉強会などを活用
して基礎学力を高める時期でもあります。

養護実践に関する専門的知識や技能の習得を目指す
科目を学修します。

養護概説や看護演習等、養護教諭になるために必要な専門
的知識・技能を多岐にわたって習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表の仕方など
を実践的に学修します。

介護等体験があります。介護施設等において配慮が必要
な児童生徒に対応するための資質やスキルを学びます。

これまでに身につけた知識・技能がどのようなものか
をまずは把握します。また、昼休み勉強会などを活用
して基礎学力を高める時期でもあります。

臨床実習・養護実習に行くことを前提に実践力を培っ
ていきます。

2年次までに学んだ専門的知識・技能、臨床実習の体験で
身につけた資質・能力を実践的に活用できるものに深めて
いきます。

専門研究に分かれて自分が探究したいテーマについて
専門的に学修します。

11月ごろから来年度の教育採用試験に向けた取り組
みが始まります。多くの講座が開設され、大学のサ
ポートを受けながらがんばっていくことになります。

卒業後、学校現場ですぐに力が発揮できるように実践
的な授業を行います。

養護実習や4年間で修得した資質・能力を学校現場で生か
すことができるようにより確かなものにしていきます。

4年間の学修の集大成として自分の探究してきたテー
マについてまとめます。

教育実習があります。4週間の期間で学校現場において
学習指導・生徒指導について学びます。

7月から8月にかけて教員採用試験が全国各都道府
県で実施されます。多くの場合、一次、二次の2回試験
があります。教師になるために全力でがんばる必要が
あります。
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幼 基礎ゼミⅠにおいてレポートの書き方など

基礎的なスキルを中心に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表
の仕方などを実践的に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

基礎ゼミⅠにおいてレポートの書き方など基礎的なス
キルを中心に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのようなものな
のか把握します。また、昼休み勉強会などを活用して
基礎学力を高めていきます。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表の仕方など
を実践的に学修します。

教員採用試験に向けて、広い見識をもつとともに、学
力をより高めていきます。対策講座にも参加すること
ができます。

専門研究に分かれて自分が探求したいテーマについて
専門的に学修します。

11月より翌年の夏から秋（最終試験終了）まで、採用
試験に向けた取り組みが始まります。受験する市に
よって講座の内容を変えていきます。この講座を利用
して多くの先輩が保育現場で活躍しています。

自ら選んだテーマで卒業研究に取り組み、卒業論文を
作成し学びの集大成とします。

４週間の教育実習があります。現場での経験を積みな
がら、専門性を高めていきます。

受験する市によって受験日、試験内容が異なります。
先輩からのアドバイスを参考に対策を進めていきま
す。早い段階で苦手分野を克服し、レベルアップを目
指します。
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2年次1年次 3年次 4年次

必修科目を中心に、社会において必要となる資質
の育成と基礎・基本となる能力を習得します。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

大学での学びに必要な基礎・基本を中心に学修します。

必修科目を中心に、社会において必要となる資質の育成と
基礎・基本となる能力を習得します。

幼児教育について総合的に学びながら実践の場で求
められる応用力を高めます。

幼児教育に必要な専門的な知識や技能を習得します。

教育実習に行くことを前提に実践力を培っていきます。

２年次までに学んだ知識や技能を活かした教育実習での
体験を検証し、幼児教育に対する理解を深めていきます。

卒業後、幼稚園現場ですぐに力が発揮できるように実
践的な授業を行います。

教師として必要な資質能力が形成されたかを確認し、保
育現場で活かすことができるように、より確かなものにし
ていきます。
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基礎ゼミⅠにおいてレポートの書き方など
基礎的なスキルを中心に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて研究の進め方や発表
の仕方などを実践的に学修します。

これまでに身につけた知識・技能がどのよ
うなものかをまずは把握します。また、昼
休み勉強会などを活用して基礎学力を高
める時期でもあります。

基礎ゼミⅠにおいて、レポートの書き方やお礼状の書
き方などを学修します。

自分の持っている知識や技術がどのようなものであ
るか把握し、今後の学びの道筋を明らかにしていきま
す。昼休みの勉強会や自宅学習において、基礎学力を
高めていきます。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

基礎ゼミⅡにおいて、研究の進め方や発表の仕方など
を実践的に学修します。

採用試験に向けて、大学での勉強会や対策講座を
活用して、基礎学力を高めるとともに、授業で学ん
だ保育の専門的知識や技術が身につくように復習
していきます。

専門研究に分かれて、自分が探究したいテーマについ
て専門的に学修します。

秋頃から来年度の採用試験に向けた対策講座が始ま
ります。受験する地域の出題傾向に合わせて、大学で
のサポートを受けながら学習を進めていきます。

自分が探究したいテーマについて、まとめて発表します。

保育所または施設での実習があります。約2週間の実習
では具体的な指導や援助の技術を学びます。

7月から11月頃にかけて、保育士の採用試験が実施さ
れます。市において試験の流れは様々ですが、主に筆
記、面接、実技の試験があり全力で取り組みます。

必修科目を中心に、社会において必要となる資質
の育成と基礎・基本となる能力を習得します。

教師になるために必要となる専門的な知識を多岐
に渡って習得します。

大学での学びに必要な基礎知識・保育の基本さらには
ピアノや歌といった保育技術を中心に学びます。

必修科目では、社会で必要とされる資質・能力を習得します。保
育科目では保育に関する基礎知識やピアノ、歌、製作、子どもの
の対応などの保育技術を習得します。

保育に関する専門的な知識・技術の習得を目指す科目
を学修します。

保育士になるにあたり必要となる専門的な知識・技術を幅広く
習得します。保育実習を通して、子どもの姿や保育士の仕事を具
体的に知ります。

保育実習に行くとともに、演習科目を中心に学修します。

保育実習や演習科目を中心に、それまでに身に付けた保育技術
を実践で活用できるものにしていきます。

卒業に向けて、これまでに学修したことを保育現場で
活用できるよう演習科目を学修します。

演習科目を通して、4年間で修得した保育の知識や技術を保育
現場で活かすことができるようにしていきます。
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実 2年生・3年生での保育実習に向けての基礎授業の中

で、保育所の見学に行き、子どもの姿や保育士の仕事に
ついて学びます。

保育所と施設での実習があります。それぞれ約2週間の
実習で、子どもの発達や保育の仕事について具体的に
学びます。


